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※ 解答の開始の指示があるまで，この冊子を開いてはいけません ※ 

 

 

解答全般に関する注意事項 

 問題冊子および解答用紙冊子が１部ずつ配布されていることを確認して下さい． 

 全ての解答用紙の所定の欄に受験番号を記入して下さい． 

 文章による解答は横書きとします． 

 解答が解答用紙片面だけで終了しない場合には，裏面を使っても構いません．ただし，

裏面に解答があることを明記して下さい． 

 解答用紙は全て回収します． 

 乱丁，落丁のある場合には申し出て下さい． 
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その１ 専門分野 

 

１ 図 1のような,左端がピン支点（A）,中途にローラー支点（B）,右端が自由端（C）と

なっている張り出し梁がある．スパン AB 間の長さ 𝐿𝐿1 = 4 m，張り出し BC 間の長さ 𝐿𝐿2 =

2 m，AB 間の等分布荷重 𝑤𝑤 = 10 kN/m，C 点における下向きの集中荷重 𝑃𝑃 = 20 kNとする．

この梁に等分布荷重と集中荷重が作用しているとき,以下の問いに答えよ． 

 

(1)  支点 A および B における垂直反力 𝑉𝑉𝐴𝐴 ，𝑉𝑉𝐵𝐵を求めよ（上向きを正とする）． 

(2)  B 点における曲げモーメント 𝑀𝑀𝐵𝐵 を求めよ． 

(3)  AB 間において，曲げモーメントが最大となる位置（A 点からの距離 𝑥𝑥）とその最大値 

𝑀𝑀𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 を求めよ． 

(4)  この梁の曲げモーメント図（BMD）の概形を描け． 

 

 

図 1 
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２  

（１）図 2 は，4 種類の液体 1～4 で構成される二重 U 字管マノメータである．静的平衡状

態において，点 A と点 B における圧力をそれぞれ𝑃𝑃A，𝑃𝑃Bとする．このとき，𝑃𝑃Aと𝑃𝑃Bの関係

式を求めよ．ただし，図 2 に示すように，各液体の密度をそれぞれ 𝜌𝜌1，𝜌𝜌2，𝜌𝜌3，𝜌𝜌4，各液

体界面の基準面からの距離をそれぞれ 𝑧𝑧12，𝑧𝑧23，𝑧𝑧34，点 A 及び点 B の基準面からの距離を

𝑧𝑧A，𝑧𝑧Bとする．重力加速度は𝑔𝑔とする． 

 
図 2 

 

（２）図 3 に示す三角形断面水路において，流量 𝑄𝑄 を流下させる場合において，等流水深 

ℎ𝑜𝑜 を導出せよ．ただし，水路床勾配を 𝑖𝑖，側壁の法面勾配を 1:1，マニングの粗度係数を 𝑛𝑛，

重力加速度を 𝑔𝑔，エネルギー補正係数を 𝛼𝛼とする． 

 

 
  図 3 
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３ 層厚 3 m の飽和粘土層がある．物理試験をしたところ土粒子密度ρsが 2.60 g/cm3，含水

比 w が 40 ％であることがわかった．その後，図 4 のように飽和粘土層の圧密が均等に終了

し，圧密終了後の粘土層の含水比が 35 ％になったことを確認した．粘土の沈下量 s を求め

よ．ただし，水の密度ρwは 1.00 g/cm3 とする． 

 

 

図 4 
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その２ 数学 

 

１ 次の極限値を求めよ． 

 
lim
𝑥𝑥→0

�log𝑎𝑎 𝑥𝑥 − log𝑎𝑎�√𝑎𝑎 + 𝑥𝑥 − √𝑎𝑎 − 𝑥𝑥��        (𝑎𝑎 > 0) 

 

 

２ 次の行列の逆行列を求めよ． 

 

𝐴𝐴 = �
1 3 4
1 7 6
2 7 9

� 
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